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設　　　立 大正13年1月
本店所在地 北九州市八幡東区尾倉2-8-1
出　資　金 34億52百万円
会　員　数 72,668人
役 職 員 数 604人
店　舗　数 45店舗（代理店1店舗を含む）
営 業 区 域 福岡県一円　山口県下関市　大分県中津市

１．地域社会の繁栄ある未来を希い、地域とともに歩みます。（地域繁栄、金庫共栄）
２．健全経営と独自性発揮で、お取引先の要請に応えます。（健全経営、独自性発揮）
３．知性を磨き、創意と工夫をもって活力ある信用金庫を築きます。（知性と創意で活力金庫）

１．地域の人々の幸福と繁栄を希い、地域の豊かな未来づくりを使命とします。
２．健全経営をモットーに、お客様のニーズに素早く対応し信頼される金庫にします。
３．日々、豊かな人間性の向上に努め、活力ある職場と職員の豊かな生活の実現に努めます。

当金庫の概要 （令和2年3月31日現在）
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ご あ い さ つ

会　長
野  村　廣  美

理事長
井  倉　　  眞

　平素より福岡ひびき信用金庫をお引立て頂き、心より厚く御礼申し上げます。
　本年も、ディスクロージャー誌「ANNUAL REPORT 2020業務のご案内」を
作成致しました。当金庫の経営方針や業務の内容、業績などをご紹介致してお
りますので、ご高覧頂き、当金庫へのご理解を一層深めて頂ければ幸甚に存じ
ます。
　令和１年度を振り返りますと、緩やかな回復基調を維持してきた我が国経済
ですが、新型コロナウイルス感染症の拡大により、その様相を一変させておりま
す。令和２年４月の政府月例経済報告では、景気について「急速に悪化してお
り、極めて厳しい状況にある」との発表がされました。もとより、当金庫のお取引
先であります地域の中小零細企業におかれましては、従来の景気回復局面にお
いても、人口減少や少子高齢化の影響により、市場の縮小、経営者の高齢化と
後継者不在、人手不足等、多くの課題に直面し、厳しい経営環境に置かれてまい
りました。コロナ禍の拡大により、当金庫は従来にも増して、地域を守り抜くとい
う強い覚悟を持った取組みを行うことが必要になっております。
　このような経済環境を背景に、令和１年度は中期経営計画「“Change  
Challenge  Create”～100年金庫に向けて～」の２年目として、私ども “ひびしん”
が目指す「地域に暮らす人々の心と生活を豊かにする」というミッションの実現に
向け①生産性の向上、②人事施策の高度化、③安定した財務基盤、④価値の創
造という４つの重点戦略に取り組んでまいりました。
　その結果、令和１年度の当金庫の業績は経常収益15,617百万円（対前期比
10.0％増）、経常費用14,633百万円（対前期比14.5％増）、経常利益984百万
円（対前期比30.3％減）、当期純利益773百万円（対前期比18.5％減）となりま
した。
　また、期末の自己資本比率は国内基準の4％を大きく上回る11.30％、不良債
権比率は3.13％となりました。
　これも偏に、会員の皆様方の平素よりのご支援の賜物と、深く感謝申し上げます。
　引続き、健全経営、経営基盤の一層の強化、地域社会の繁栄のため役職員一
同専心して努めてまいります。今後ともなお一層のご支援、ご協力を賜りますよう
心よりお願い申し上げます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和２年６月29日

会　長　　野 村　廣 美

理事長　　井 倉　　 眞
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業績トピックス

預金積金の推移
　令和1年度は、夏期キャンペーンとして、新元号における第
1号店舗開設を記念し「祝　令和第1号新店舗記念定期預
金」を、冬期には従来より好評であった、懸賞金付定期預金
「マネーヒット」を販売し、夏期・冬期合計で157億円を獲得
致しました。相続等の影響により個人定期は減少したもの
の、法人定期が増加し、定期預金残高は前期比14億円の増
加となりました。
　また、要求性預金残高が154億円増加した一方、定期積
金残高は13億円減少しました。
　この結果、令和1年度の預金残高は、前年比154億円増加
し6,948億円となりました。

貸出金の推移
　令和1年度は、昨年度に引き続き事業性融資と消費者ロー
ンを中心に推進してまいりました。　
　事業性融資は新規の取引先の拡大などにより82億円増
加。また、個人向け融資については消費者ローンがフリー
ローンを中心に7億円増加しましたが、住宅ローン獲得の鈍
化等により、6億円の減少となりました。この他に、地方公共
団体に対する貸出金が14億円増加しております。
　その結果、貸出金残高は、前期比89億円増加の3,527億
円となりました。

業務純益*1/コア業務純益*2の推移
　貸出金利息収入や有価証券利息配当金の増加および国債
等債券売却益の増加等により令和１年度の業務純益は前年
比2,605百万円増加し、4,632百万円となりました。

　また、業務純益から一般貸倒引当金繰入額や国債等債券
関係損益を除いたコア業務純益は、前年比1,375百万円増
加し、2,933百万円となりました。

*１ 業務純益・・・・・・ 貸出金や有価証券等の受入利息や手数料などの
　　　　　　　　　　　　収入から、預金等の支払利息や支払手数料、経
　　　　　　　　　　　　費を差し引いたものです。
*２ コア業務純益・・・・ 業務純益から、一般貸倒引当金および国債等債
　　　　　　　　　　　　券関係損益を除いたものです。

預金積金残高 6,948億円

貸出金残高 3,527億円

業 務 純 益 4,632百万円
コア業務純益 2,933百万円

（単位：億円）
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業績トピックス

不良債権比率
　令和1年度の金融再生法に基づく不良債権額は、前年比11
億90百万円減少し111億4百万円となりました。

　この結果、当金庫の不良債権比率は前年比0.43ポイント
低下し、3.13％となりました。

　当金庫は、法令等に基づき厳格な償却・引当を行っており
ます。引続き、健全な資産の維持に努めてまいります。

　→ 詳細は、45ページに記載しています。

単体自己資本比率
　当金庫の令和１年度の単体自己資本比率は、11.30％とな
りました。
　国内基準（4％）を大幅に上回る高い水準を維持しており
ます。

　→ 詳細は、57ページに記載しています。

経常利益/当期純利益の推移
　株式等売却損や貸出金償却等の臨時費用が前年に比べ
て増加した為、令和１年度の経常利益は前年比428百万円減
少し、984百万円となりました。

　この結果、当期純利益は前年比175百万円減少し、773百
万円となりました。

不良債権比率 3.13％

自己資本比率  11.30％

経 常 利 益 984百万円
当期純利益 773百万円

※平成25年度末より、自己資本比率規制に関する金融庁告示第19号の一部
改正に伴い、バーゼルⅢ基準により自己資本比率を算出しております。
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沿　革

 大正13年 1月
 昭和18年 10月
 昭和25年 4月
 昭和26年 10月
 昭和38年 6月
 昭和48年 1月
 昭和60年 10月
 平成  2年 4月
 平成  6年 1月
 平成13年 4月
  11月
 平成14年 9月
  11月

 平成15年 6月
  10月

 平成16年 11月
 平成17年 1月
  2月
  10月
 平成18年 1月
  4月
  6月
  10月
 平成19年 2月
  10月
 平成20年 4月
  5月
  10月
 平成21年 2月
  10月

  12月
 平成22年 2月
 平成23年 2月
  12月
 平成24年 5月
  6月
  10月
  11月
 平成25年 6月
  10月
 
 平成26年 2月
 
  4月
  5月
  6月
  12月
 平成27年 3月
  6月
  9月
 平成28年 9月
 平成30年 1月
  5月
  8月
 平成31年 4月
 令和１年 7月
  9月
  10月

有限責任信用組合八幡庶民金庫を設立
有限責任信用組合八幡庶民金庫と有限責任八幡信用組合が合併し「有限責任八幡庶民信用組合」が誕生
中小企業等協同組合法の施行に伴い信用協同組合に改組
信用金庫法制定に伴い改組改称し「八幡市信用金庫」として発足
北九州市発足により「北九州八幡信用金庫」と改称
「八信同友会」（現・ひびしん同友会）発足
「はっしん経営大学」（現・福岡ひびき経営大学）第１期講座開講
「八信ニューリーダー会」（現・ひびしんニューリーダー会）発足
「はっしん経営者賞」（現・福岡ひびき経営者賞）創設
「イングスクラブ」設立
北九州八幡信用金庫と若松信用金庫が合併し「福岡ひびき信用金庫」が誕生（理事長　古川育史　就任）
福岡ひびき信用金庫と直方信用金庫との二金庫間で合併基本協定書調印
福岡ひびき信用金庫・新北九州信用金庫・門司信用金庫・築上信用金庫・直方信用金庫の５金庫間で、
合併基本協定書調印
高須支店新装オープン
福岡ひびき信用金庫・新北九州信用金庫・門司信用金庫・築上信用金庫・直方信用金庫が合併し、
新生「福岡ひびき信用金庫」が誕生
荒生田支店新装オープン
小倉支店移転オープン
室町支店他２店舗を統合
三六支店他３店舗を統合
浜町支店他２店舗を統合
大里支店移転オープン
役員改選により　会長　古川育史　理事長　谷石喜一　就任
近衛橋支店他５店舗を統合
福岡支店新規開設
昭和町支店他２店舗を統合
門司港支店新装オープン
豊前支店新装オープン
本城東支店他１店舗を統合
「ひびしんビジネスフェア」初開催
総代改選し150名体制へ（新総代53名誕生）
ひびしんニューリーダー会発足20周年記念大会開催
木町支店他２店舗を統合
行橋支店新装オープン
「ひびしん女性創業塾」初年度開講
曽根支店新装オープン
預・貸金総和１兆円達成
町上津役支店新装オープン
理事長　野村廣美　就任
守恒出張所新規開設
ひびしん同友会発足40周年記念式典開催
古川育史会長退任
５金庫合併10周年記念「飛鳥Ⅱクルーズ」実施
当金庫及び大分みらい信金、西中国信金による「大規模災害発生時の相互支援に関する覚書」を締結
創立90周年・５金庫合併10周年記念式典開催
葛原湯川支店を統合
大蔵支店を代理店へ移行
福岡ひびき経営者賞20周年記念式典開催
千早支店新規開設
折尾支店新装オープン
東二島支店新装オープン
宮丸支店を統合
宇野支店を統合
ベイサイドプラザ若松出張所閉店
椎田支店・築城支店を統合し、築上町支店新装オープン
当金庫と磐田信用金庫の２金庫間で業務連携協定を締結
守恒出張所閉店
九州管内16金庫「飛鳥Ⅱしんきんリレークルーズ」開催
黒原支店を移転し、城野支店として新装オープン
前田支店を統合
中央町支店、小石支店、原町支店をサテライト店舗へ移行
大蔵代理店、中央町支店、小石支店、天籟寺支店、原町支店の５店舗において「昼休み」時間を導入

令和１年7月8日城野支店オープン

　当金庫は、福岡県一円と山口県下関市、大分県中津市を事業区域として、地元の中小企業や住民の皆さまが会員
となって、お互いに助け合い、お互いに発展していくことを共通の理念として運営されている相互扶助型の金融機関
です。
　地元の皆さまからお預りした大切な資金(預金積金）は、地元で資金を必要とするお客様に融資を行って、事業や
生活の繁栄のお手伝いをするとともに、地域社会の一員として地元の中小企業や住民の皆さまとの強いネットワー
クを形成し、地域経済の持続的発展に努めております。また、金融機能の提供にとどまらず、企業としての社会的責
任（ＣＳＲ）を自覚し、文化・環境・教育といった面も視野に入れ、広く地域社会の活性化に積極的に取組んでおりま
す。

お客さまからお預かりした預
金積金は、幅広い資金ニー
ズにお応えし、地域にお住ま
いの方・事業者の方々にご融
資し豊かな暮らしや事業発
展のお手伝いをいたしてお
ります。

サークル活動
●ひびしん同友会
●ひびしんニューリーダー会
●ひびしんすみれ会・寿会
●ひびしんイングスクラブ
　　　　　　　　　　　　など

■有価証券　2,330億円
お預かりしている資金の一部は、有価証券等で運用して
おります。運用にあたっては、公共債等を中心に安全な運
用に努めております。

《出資金》
会員数 72,668人
残高 34億円

地域のお客様・会員の皆さま

役職員数　604人
店 舗 数　45店舗
（代理店１店舗を含む）

自己資本比率　11.30％

福岡ひびき信用金庫

《貸出金》
3,527億円

お客様の資産づくりのお手
伝いをさせていただくため、
目的や期間に応じて選択し
ていただけますよう、新商品
の開発や一層のサービス充
実に努めてまいります。

《預金積金》
6,948億円地域振興への貢献

●福岡ひびき経営大学
●福岡ひびき経営者賞
●ひびしん俳句大賞

　　　　　　　　　　　　など

中小企業の経営支援等
●しんきん合同商談会
●ひびしん女性創業塾
●各種経営セミナー
　　　　　　　　　　　　など

令和２年３月31日現在

地域社会とひびしん
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理 事 長
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専務理事

常務理事

常勤理事

役員及び組織図は令和2年7月1日現在

会 　 長 …………………… 野　村　廣　美
理 事 長 …………………… 井　倉　　　眞
専務理事 …………………… 山　下　伸　二
専務理事 …………………… 瀧　口　秀　一
常務理事 …………………… 御手洗　範　雄
常務理事 …………………… 唐　生　昌　平
常勤理事 …………………… 黒　木　清　輝
常勤理事 …………………… 一　江　哲　哉
常勤理事 …………………… 古　賀　英　明
常勤理事 …………………… 福　浦　鉄　也

（注１） 理事　垣迫  裕俊、井上  龍子は、信用金庫業界の「総代会の機能向上
 策等に関する業界申し合わせ」に基づく職員外理事です。
（注２） 監事　奥村  勝美、鈴木  雅子は、信用金庫法第32条第5項に定める員
 外監事です。

非常勤理事 …………………… 垣　迫　裕　俊（注１）
非常勤理事 …………………… 井　上　龍　子（注１）

常勤監事 …………………… 石　井　康　雄
非常勤監事 …………………… 奥　村　勝　美（注２）
非常勤監事 …………………… 鈴　木　雅　子（注２）
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ブ ロ ッ ク 長

西部エリア
香 月 支 店
三 ヶ 森 支 店
町上津役支店
中 間 支 店
木 屋 瀬 支 店
直 方 支 店
若 宮 支 店
鞍 手 町 支 店
頓 野 支 店

北部エリア
若 松 支 店
小 石 支 店
折 尾 支 店
本 城 支 店
則 松 支 店
お ん が 支 店
二 島 支 店
東 二 島 支 店
高 須 支 店

ブ ロ ッ ク 長

南部エリア
豊 前 支 店
行 橋 支 店
苅 田 支 店
築 上 町 支 店

東部エリア
小 倉 支 店
到 津 支 店
三 萩 野 支 店
北 方 支 店
曽 根 支 店
城 野 支 店
門 司 港 支 店
新 門 司 支 店
大 里 支 店
原 町 支 店

ブ ロ ッ ク 長

福岡エリア
福 岡 支 店
千 早 支 店

中央エリア
本 店 営 業 部
中 央 町 支 店
黒 崎 支 店
荒 生 田 支 店
大 蔵 代 理 店
枝 光 支 店
穴 生 支 店
相 生 支 店
浅 生 支 店
天 籟 寺 支 店
中 原 支 店

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
営
業
部
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トピックス

　令和１年度において、お客さまのニーズにお応えするために、様々なサービス・取組みを実施しました。

　お客様の利便性向上のため、ひびしんアプリの機能拡充を図り、「通帳レスサービス」を開始しました。また、お取引先のＩＴ
ツール導入および活用支援の一貫として、外部専門家と連携したセミナーも随時開催しています。

～信用金庫の「つなぐ力」を発揮～

～外部団体との連携～

～デジタル社会への対応に向けて～

■ 九州国際大学との連携
　地域の課題に迅速かつ適切に対応し、人材育成と活力ある個性豊
かな地域社会の形成・発展に寄与していくために、九州国際大学と
「包括的地域連携に関する協定」を締結しました。「金庫役員による寄
附講座の開講」「学生と役職員との交流」等、相互の密接な連携と協
力により地域の発展に貢献してまいります。

■ 開放特許のビジネスマッチング　～信用金庫の「つなぐ力」を発揮～
　当金庫が事務局を担い、福岡県・佐賀県・長崎県に本店を置く13信用金庫が連
携体となり、知的財産を活用した中小企業支援を行っています。「平成31年度中
小企業知的財産活動支援事業費補助金」事業に採択されました。
　具体的には、大手企業等が保有する開放特許等の知的財産を中小企業に紹介
し、地域のお客さまの製品開発や技術力の高度化、高付加価値化を支援していま
す。本事業の第１弾として、福岡県内のお取引先が開放特許を活用し、新商品を開
発しています。

■ 第５回しんきん合同商談会　～地域力結集「探す」「つなぐ」「実らせる」～
　九州北部（福岡県、佐賀県、長崎県）の13信用金庫合同で「第５回しんきん合同商談会」を開催いたしました。

■ひびしんアプリの拡充 ■デジタルスキル向上セミナー ■ＳＮＳ入門セミナー
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～ひびしんのＳＤＧｓに対する取組み～
　ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）と
は、2015年９月の国連サミットで加
盟する193ヶ国すべてが採択した
2030年までの世界共通の開発目
標です。持続可能な発展を実現する
ための17のゴールと169のターゲッ
トが決められました。「誰一人取残
さない」ことをスローガンに、開発
途上国のみならず、先進国も取組む
ものとされています。
　当金庫が主要展開する北九州市
は2018年６月、国より「ＳＤＧｓ未
来都市」に選定され、ＳＤＧｓ推進
室を設置するなど取組みに力を入
れています。

① ひびしんの「ＳＤＧｓ宣言」
　大正13年、北九州の地に庶民金庫として産声を上げた福岡ひびき信用金庫は、一貫して地域の発展に取組んでまいりまし
た。当金庫の「歴史」と「企業理念（１．中小企業の健全な発展、２．豊かな国民生活の実現、３．地域社会繁栄への奉仕）」は
「ＳＤＧｓ」への取組みそのものです。そこで当金庫は令和１年12月18日に「福岡ひびき信用金庫ＳＤＧｓ宣言」を公表しまし
た。今後も地域経済の持続的発展に貢献するため、「企業理念」の実現に取組んでまいります。

② 北九州市と「ＳＤＧｓ達成に向けた協定」締結
　福岡ひびき信用金庫は北九州市が産学官民で構成する団体「北九州ＳＤＧｓクラブ」に加盟しています。令和２年１月16日に
は、北九州市と「ＳＤＧｓ達成に向けた協定」を締結しました。「ＳＤＧｓ達成」のために、地域の金融機関が行政と連携し、ワ
ンストップで企業をサポートする協力体制を整備するのは、全国初の取組みです。
　今後も、当金庫は地域中小企業のＳＤＧｓ達成に向けた取組み支援にも力を入れていきます。
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② 北九州市と「ＳＤＧｓ達成に向けた協定」締結
　福岡ひびき信用金庫は北九州市が産学官民で構成する団体「北九州ＳＤＧｓクラブ」に加盟しています。令和２年１月16日に
は、北九州市と「ＳＤＧｓ達成に向けた協定」を締結しました。「ＳＤＧｓ達成」のために、地域の金融機関が行政と連携し、ワ
ンストップで企業をサポートする協力体制を整備するのは、全国初の取組みです。
　今後も、当金庫は地域中小企業のＳＤＧｓ達成に向けた取組み支援にも力を入れていきます。

③ 部店長向け研修
　「ＳＤＧｓ宣言」公表を機に部室店長は「ＳＤＧｓカラーホイールバッジ」を着
用しています。
　また、金庫職員もＳＤＧｓについて理解を深め、お取引先からＳＤＧｓへの
取組みなど相談にお答え出来るように、部室店長向け「ＳＤＧｓセミナー」を
開催しました。
　お客様向けには令和２年１月27日に北九州ＳＤＧｓクラブ事務局（北九州
市・北九州商工会議所）主催で開催された「ＳＤＧｓ実践セミナー」をご案内さ
せて頂きました。

１．中小企業の健全な発展

■優秀なシニア人材とのマッチング支援（新現役交流会）
■新商品の開発支援（大企業開放特許活用による知財マッチング）
■企業課題解決支援（M&A、事業承継）
■販路拡大支援（ひびしんビジネスフェア、しんきん合同商談会、よい仕事おこしネットワーク）
■新規創業支援（ひびしん女性創業塾）
■異業種交流支援（ひびしん同友会）
■若手経営者の資質向上支援（ひびしんニューリーダー会）
■経営者の知識向上支援（福岡ひびき経営大学、各種セミナー）
■光る経営者の発掘（福岡ひびき経営者賞）
■地域企業と地域の学生とのマッチング支援（「ひびしん」地元企業就職応援事業）

２．豊かな国民生活の実現

■行政と連携し、地域の健康増進支援（北九州市民をがんから守るプロジェクト）
■環境に負荷をかけない店舗作り、ペーパーレスの推進など環境に配慮
■地域の環境美化活動（北九州市道路サポーター）
■子育て応援商品の企画販売（子宝住宅ローン、教育ローンなど）
■お客様セミナーの開催（相続・遺言・空き家対策）

３．地域社会繁栄への奉仕

■地域企業の社会貢献支援（CSR私募債「輝く未来」の取り扱い）
■スポーツ活動、文化活動支援（ひびしんカップ少年野球大会、ひびしん野球教室、ひびしんカップソフ
トテニス大会、ひびしん俳句大賞、黒崎ひびしんホールネーミングライツ）
■地域情報の発信（ひびしんだより、ひびしんぐるめぐりマップ）
■地域のイベントに積極的に参加（門司みなと祭、若松みなと祭り、わっしょい百万夏祭りなど）
■地域に貢献する人材の育成（北九州ゆめみらいワーク、産業見学ツアー、大学での寄附講座、北九州
キャリア教育研究会）
■年齢・性別に関係なく活躍できる企業風土作り（女性支店長、マネーコンシェルジュ）

福岡ひびき信用金庫「ＳＤＧｓ宣言」

福岡ひびき信用金庫の「SDGs」への取組みについて
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■ 全取引先数と地域の取引先数の推移、及び、地域企業数との比較（先数単体ベース）

中小企業の経営支援に関する取組み

①中小企業の経営支援に関する取組み方針

②中小企業の経営支援に関する態勢整備・取組みの状況

先　　数支　援　課　題

（単位：件）

売上・販路拡大　7

事業承継　9

全 取 引 先 数

地域別の取引先数の推移

■ 令和１年度　支援課題別集計
　中小企業からの経営相談は営業店と本部が連携して行います。また、高度専門的な課題の場合は、国の「中小企業・小規模
事業者ワンストップ総合支援事業」による専門家派遣制度の活用、福岡県よろず支援拠点・北九州市中小企業支援センターと
の連携により課題解決のお手伝いを致しました。

■ 当金庫が関与した創業件数

● 創業・新規事業開拓の支援

ベンチマーク

ベンチマーク ■ 創業支援先数 ベンチマーク

ベンチマーク

（単位：先）

件　数 構成比

地元外（福岡県外）地元（福岡県）
その他大分県・山口県北九州市以外北九州市

3729

平成31年３月期
地元外（福岡県外）地元（福岡県）

その他大分県・山口県北九州市以外北九州市

66
8,458

2,5215,871
8,392

3630

令和２年３月期

66
2,6025,893

8,495

創 業 関 与 件 数
平成31年３月期 令和２年３月期

68件 123件
平成31年３月期 令和２年３月期
11先
57先

　 5先
118先

経営革新　4 ものづくり支援　4

その他　6

M&A　251

①創 業 計 画の策 定 支 援
②創業期の取引先への融資（保証協会）

Ｍ ＆ Ａ
ビ ジ ネ ス マ ッ チ ン グ
事 業 承 継
売 上 ・ 販 路 拡 大
創 業
経 営 革 新
も の づ く り 支 援
そ の 他

合　　　計

※M&Aには譲受・譲渡両方の相談を含む。

251
18
9
7
5
4
4
6

304

82.6%
5.9%
3.0%
2.3%
1.6%
1.3%
1.3%
2.0%

100.0%

　当金庫では地域に密着した金融機関としての強みを生かし、中小企業の実態を把握、企業の経営課題解決に対する主体的
な取組みに対し積極的に支援を行います。また、平成28年9月に金融庁が公表した「金融仲介機能のベンチマーク」をこれら
の取組みを客観的に評価する重要な指標と位置付け、その数値を開示し、地域のお客様にご理解いただけるように努めてまい
ります。支援に当たっては、必要に応じて外部専門家・外部支援機関等と連携し企業の実態に合った支援を適切に行うように
取組んでいます。
　なお、以下の表で「金融仲介機能のベンチマーク」に該当するものは　　　　　　　と表示しております。

8,561

ビジネスマッチング
18

創業　5
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8,561

ビジネスマッチング
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創業　5

■ ひびしん女性創業塾
　当金庫では、地元の創業・起業
を目指すやる気のある女性を応
援するため、「ひびしん女性創業
塾」（以下「本創業塾という。」）
を継続的に開催しています。本創
業塾の特徴は、単なる学びの場
で終わらないように、受講後の
フォローにも注力し、修了生と一
緒に創業に向けて事業プランを
考え、事業に必要な資金のお手
伝いをするなど金融機関だからこ
そ可能な創業支援を実現させ、受講生の意欲を創業という形に変えられるように努めています。
　第11回目となる「ひびしん女性創業塾」（令和１年11月から12月の土曜日５日間コース）では、21名の方に受講いただき、受
講後に８名の方が創業されました。尚、全11回の累計受講者は346名、創業者69名となっています。

■ ひびしん女性創業塾１０周年記念事業
　日経ビジネス2017年「最も影響のある次代を創る100
人」にも選ばれた坪内知佳氏を講師に迎え、起業セミナー
を行いました。

■女性創業塾受講生の創業状況（令和2年6月1日現在） （単位：名）
10期 11期 1～11期計
28
4
1

4.2%

21
2
8

42.1%

9期
30
6
8

33.3%

8期
25
4
2

9.5%

7期
32
5
6

22.2%

6期
36
7
7

24.1%

5期
30
3
5

18.5%

4期
28
2
5

19.2%

3期
39
6
9

27.3%

2期
35
2
8

24.2%

1期
42
6
10

27.8%

■ 販路開拓支援を行った先数

● 成長・成熟段階における支援

ベンチマーク

販路開拓支援を行った件数

平成31年３月期
地　　元
地 元 外
（うち海外）

令和２年３月期

■ ＢＡＳＥ株式会社と連携した販路開拓支援
　ネットショップ出店に関心のある当金庫お取引先への支援と
して、ＢＡＳＥ株式会社と連携し、ネットショップ出店にかかる
サポートを実施しています。

16件
25件
（18件）

7件
1件
（1件）

受講者（ａ）
受講時点で既に創業済み（ｂ）
受講後創業（ｃ）
創業率（c/（a-b）×100）

346
47
69

23.1%
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　事業承継・経営改善・事業再生・業種転換等の支援業務には中小企業基盤整備機構、福岡県信用保証協会、北九州産業学
術推進機構等の外部支援機関との連携強化に努め、実効性の高い支援の実現を目指して取組んでいます。

● 事業承継・経営改善・事業再生・業種転換等の支援

■ 事業承継等の支援への取組み ベンチマーク

M & A 支 援 先 数
（相談件数含む）
事業承継支援先数
（相談件数含む）

平成31年３月期 令和２年３月期

70先

16先

251先

9先

■ 外部と連携した本業支援への取組み ベンチマーク

外部専門家を活用して本業
支援を行った取引先数
取引先の本業支援に関連する中小
企業支援策の活用を支援した先数

平成31年３月期 令和２年３月期

21先

37先

7先

11先

■ 「よい仕事おこしネットワーク」への参加
　「よい仕事おこしネットワーク」は、全国の信用金庫が連携
したビジネスマッチングサイトです。全国の信用金庫約
7,400店舗のネットワークを活用し、お取引先の「販路拡大」
や「様々な経営課題」を解決すべく、地域の枠を超えた「ビジ
ネスマッチング」「事業支援仲介・解決」に取組んでいます。

■ 第５回しんきん合同商談会
　令和１年11月７日（木）マリンメッセ福岡において、九州北部３県（福岡県、佐賀県、長崎県）の13信用金庫の力を結集した
「第５回しんきん合同商談会～中小企業による商売繁盛の祭典～」を開催いたしました。
　出展企業・団体４１５社・団体、バイヤー・応援企業23社の合計438社・団体（過去最多）が出展、当日は過去最多の6,421
名にご来場頂きました。商談総件数は2,691件（うち成約件数619件）となりました。

■ 事業者向けセミナーの開催
　お取引先の生産性向上、複雑な経理処理の改善、多様な働き方に対する働き方改革等への対応の一助になるべく、当金庫
では各種事業者向けセミナーを開催しています。令和１年６月19日に「楽～な経理のやり方」、令和１年12月６日には「働き方
改革セミナー」、令和２年１月20日に「生産性向上セミナー」を開催いたしました。

楽～な経理のやり方セミナー 働き方改革セミナー 生産性向上セミナー

　 第５回しんきん合同商談会結果（令和1年11月14日現在） （単位：件）
商談総件数
成約件数
619

成約率
23.0％

件数
2,691

個別商談
成約件数
580

成約率
23.4％

件数
2,476

バイヤー商談
成約件数
39

成約率
18.1％

件数
215
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　事業承継・経営改善・事業再生・業種転換等の支援業務には中小企業基盤整備機構、福岡県信用保証協会、北九州産業学
術推進機構等の外部支援機関との連携強化に努め、実効性の高い支援の実現を目指して取組んでいます。

● 事業承継・経営改善・事業再生・業種転換等の支援

■ 事業承継等の支援への取組み ベンチマーク

M & A 支 援 先 数
（相談件数含む）
事業承継支援先数
（相談件数含む）

平成31年３月期 令和２年３月期

70先

16先

251先

9先

■ 外部と連携した本業支援への取組み ベンチマーク

外部専門家を活用して本業
支援を行った取引先数
取引先の本業支援に関連する中小
企業支援策の活用を支援した先数

平成31年３月期 令和２年３月期

21先

37先

7先

11先

■ 「よい仕事おこしネットワーク」への参加
　「よい仕事おこしネットワーク」は、全国の信用金庫が連携
したビジネスマッチングサイトです。全国の信用金庫約
7,400店舗のネットワークを活用し、お取引先の「販路拡大」
や「様々な経営課題」を解決すべく、地域の枠を超えた「ビジ
ネスマッチング」「事業支援仲介・解決」に取組んでいます。

■ 第５回しんきん合同商談会
　令和１年11月７日（木）マリンメッセ福岡において、九州北部３県（福岡県、佐賀県、長崎県）の13信用金庫の力を結集した
「第５回しんきん合同商談会～中小企業による商売繁盛の祭典～」を開催いたしました。
　出展企業・団体４１５社・団体、バイヤー・応援企業23社の合計438社・団体（過去最多）が出展、当日は過去最多の6,421
名にご来場頂きました。商談総件数は2,691件（うち成約件数619件）となりました。

■ 事業者向けセミナーの開催
　お取引先の生産性向上、複雑な経理処理の改善、多様な働き方に対する働き方改革等への対応の一助になるべく、当金庫
では各種事業者向けセミナーを開催しています。令和１年６月19日に「楽～な経理のやり方」、令和１年12月６日には「働き方
改革セミナー」、令和２年１月20日に「生産性向上セミナー」を開催いたしました。

楽～な経理のやり方セミナー 働き方改革セミナー 生産性向上セミナー

　 第５回しんきん合同商談会結果（令和1年11月14日現在） （単位：件）
商談総件数
成約件数
619

成約率
23.0％

件数
2,691

個別商談
成約件数
580

成約率
23.4％

件数
2,476

バイヤー商談
成約件数
39

成約率
18.1％

件数
215

■ 金融機関が貸付条件の変更を行っている中小企業の経営改善計画の進捗状況 ベンチマーク

中小企業の条件変更先に係る経営

改善計画の進捗状況

令和２年３月期平成31年３月期年　度
19先

76先

312先

18先

82先

300先

好調先

順調先

不調先

407先400先
条件変更

総数

■ 事業承継支援に向けた取組み
　経営者の後継者不足を背景とした企業減少・雇用喪失が社会的問題となっています。当金庫では、お取引先の事業承継問
題を解決するために、株式会社日本Ｍ＆Ａセンター・福岡県事業引継ぎ支援センター等の外部支援機関と連携し、様々なソ
リューションを提供しております。また、事業承継対策への意識を高めていただくために、株式会社日本Ｍ＆Ａセンター様主催
の事業承継セミナーにお取引先を誘致させていただきました。

■ 迅速な資金繰り支援
　お取引先への迅速な資金繰り支援のため、福岡県の「新
型コロナウイルス感染症対応資金」の受付対応だけでなく、
当金庫独自の特別融資を設けるなど迅速な資金供給に努め
ています。また、既存融資の返済条件変更にかかるご相談も
承っております。

■ 北九州テイクアウトマップとの連携
　コロナ禍で大きな打撃を受けている飲食店への支援とし
て、「北九州テイクアウトマップ」と連携し、お取引先のテイク
アウト情報の拡散に努めています。

「新型コロナウイルス感染症」で影響を受けたお取引先への積極的な支援
　新型コロナウイルス感染症拡大により、直接的・間接的な影響を受け、経営や生活に支障をきたしているお客様に幅広く対
応するため、当金庫の本支店内に専用の相談窓口を設置しております。
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「経営者保証に関するガイドライン」への取組み
　当金庫では、「経営者保証に関するガイドライン」の趣旨や内容を十分に踏まえ、お客さまからのお借入や保証債務整理の
相談を受けた際に真摯に対応するための態勢を整備しています。また、経営者保証の必要性については、お客さまとの丁寧な
対話により、法人と経営者の関係性や財務状況等の状況を把握し、同ガイドラインの記載内容を踏まえて十分検討するなど、
適切な対応に努めています。

新規に無保証で融資した件数

新規融資に占める経営者保証に依存しない融資の割合

保証契約を解除した件数

経営者保証に関するガイドラインに基づく保証債務整理の成立件数
（当金庫をメイン金融機関として実施したものに限る）

令和２年３月期
1,321件

10.78%

108件

0件

平成31年３月期
1,319件

9.25%

38件

0件

平成30年３月期
1,570件

13.67%

49件

0件

③ 多様な顧客ニーズに応える為の取組み

■ 取引先の本業支援に関連する研修等の実施数、
　 研修等への参加者数、資格取得者数 ベンチマーク

平成31年３月期 令和２年３月期

13回

298名

4名

研修実施回数

参 加 者 数

資格取得者数

34回

315名

14名

取引先の本業
支援に関連する
研修等の実施
数、研修等への
参加者数、資格
取得者数

　当金庫では中期経営計画に掲げた人材育成強化のため職員向けに様々な研修を実施しています。地域社会に愛され、地域
に貢献出来る人材となるべく、日々研鑽に励んでいます。

■ 渉外職員のソリューション営業能力強化
　事業性評価をもとにした融資への取組み、課題解決型営業を実践していくために、外部講師との同行訪問による少人数制
の実践型研修を行っています。

■ 新入職員の金融スキル向上研修
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